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城崎温泉での取組の歩み、現状

注）本資料は兼松株式会社の空飛ぶクルマの取組を
  2023-25年度の兵庫県空飛ぶクルマ実装促進
事業の採択内容を中心にまとめたものになります

別紙：兼松株式会社 空飛ぶクルマ実装促進事業報告
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空飛ぶクルマ関連事業を進める上での前提

地域において、空飛ぶクルマが訪問者、
住民双方の役に立ち、地域になくては
ならない存在になっている。

目標
目指す姿

目的
地域の魅力・機能を高め、より人々が訪れ
たい、住みたい、働きたい地域をつくること。

空飛ぶクルマの導入が目的化しないように注意しながら推進

空飛ぶクルマの取組概要
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空飛ぶ
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機体

運航離着陸場

空飛ぶクルマの取組概要
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兼松の取組

離着陸場(バーティポート)の
開発・運営を軸に空飛ぶクルマ
事業を将来の航空事業の柱に



4.地権者

2.VERTIPORT
保有者

3.VERTIPORT
運営者

5.離発着場
機器メーカー

8.サービサー
(マッチング/代理店）

9. 乗客
貨物(荷主)

7.オペレーター
(機体運航者)

14.国・政府

13.管制

15.管制機器
メーカー12.金融(リース）

保険

サービスの流れ

モノの流れ

1.建設業者
6. 地上交通・

物流

16.関連情報
プロバイダー

17.関連業者
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参考文献：空飛ぶクルマのしくみ P120（慶大(院) 空飛ぶクルマ研究ラボ）2019年 日刊工業社新聞社
注) 兼松にて一部追記

研究機関等 地域住民 自治体・機関

18.電力会社

空飛ぶクルマのエコシステムにおける位置付け

10.メーカー(OEM)

11.メーカー(Tier 1,2….)

空飛ぶクルマの取組概要
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＊英Skyports社と資本業務提携し国内で事業推進中



なぜ城崎温泉なのか？

地域
特性

行政
支援

エコ
システム

機会

➢ 兵 庫：五国が織りなす多様な気候風土・歴史文化、広大なエリアに広がる魅力
➢ 城 崎：◆国際的な評価が高まる「高付加価値」なデスティネーション(ウリ・ヤド・ヒト・コネ）

 ◆大都市圏・近隣観光地からの物理的/時間的距離(遠くないのに、遠い)
 ◆山と海に囲まれたチャレンジングな地理条件

➢ 一体感および先進性を兼ね備えたデスティネーションマネジメント
➢ 地域における空飛ぶクルマへの期待やステークホルダーの熱意
➢ 整備・駐機拠点となりえる地方空港(コウノトリ但馬空港)
➢ 日本一のドクターヘリ稼働地域（公共需要と社会受容性の存在）

➢ 兵庫県による事業者支援、社会受容性醸成等の後押し、手厚い現場対応
➢ 豊岡市の豊富な官民連携実績

➢ 城崎温泉の次世代まちづくり構想（北但大震災復興100年記念プロジェクト）

➢ 神戸空港の本格国際化（2030年）
➢ 兼松創業の地、兵庫における地域貢献のチャンス

要素 理由
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空飛ぶクルマの取組概要
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離着陸場の設置プロセスを踏まえた城崎温泉での取組の現在地

準備段階 事業化

Step1 Step2 Step3 Step4 Step5 Step6 Step7 Step8

23年度 24-25年度 30年度頃
目標
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兵庫県 空飛ぶクルマ実装促進事業に
３か年連続で採択され推進中

空飛ぶクルマの取組概要
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過去の取組内容（2023年度）

離着陸場事業を
通じた社会貢献

調査①：兵庫を起点とした空クルネットワーク検討
 ★需要サイド・着地整備の調査

 ★関係者へのヒアリング調査
 ★但馬地方を空クル導入可能性エリアに選定
 ★城崎温泉近郊での具体的な候補地選定

調査②：候補地における離着陸場設置検討調査
★ポートのレイアウト作成（施設配置等）
★空域 （制限表面等） 
★就航率（天候）
★需要（ビッグデータ活用および一次情報）
★設置プロセス・課題の抽出（航空/非航空）

成果概要 兵庫県ウェブサイト：https://web.pref.hyogo.lg.jp/sr10/documents/kanematsu.pdf

◆兵庫県内の空クルネットワーク構想を策定し、離着陸場の有力候補地を抽出
◆離着陸場候補地における事業化判断に必要な要素の確認

ねらい
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空飛ぶクルマの取組概要
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調査①：離着陸場設置検討調査の継続
★ 地盤・電気・３次元風況の調査
★ 空クル・離着陸場の事業構想検討

調査②：環境アセスに向けた予備調査
★ 地域特性の把握(データ、専門家ヒアリング)
★ 環境との共生の課題・プロセス整理

調査③：城崎まちづくり構想ｘ空飛ぶクルマ
★ 空飛ぶクルマ活用ビジョン案策定
★ アクションプランの整理

成果概要 兵庫県ウェブサイト: https://web.pref.hyogo.lg.jp/sr10/documents/06r6kanematsu.pdf

ねらい
◆城崎温泉における離着陸場設置・運営の事業化に向けた検証・深度化
◆まちづくりを踏まえた、事業者や地域等との導入に向けた合意形成の課題・方針整理
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過去の取組内容（2024年度）
空飛ぶクルマの取組概要



◼ねらい

◼今年度事業概要

調査①：離着陸場候補地における深堀検討調査（続）

調査②：格納庫等の拠点整備に向けた調査

調査③：国立公園における開発許可取得に向けた調査

調査④：合意形成に向けたフィールドワーク

コウノトリとめぐる空飛ぶクルマ社会実装プロジェクトの推進
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➢ 城崎温泉での離着陸場事業、空飛ぶクルマの実装において、昨年度の調査から明らかになった課題に対する
深堀調査を実施することで、空飛ぶクルマの事業化に向けた検証を進める

➢ 空飛ぶクルマの地域への導入について、地域のステークホルダーや空クル事業者等との合意形成に向けた準備
を進める

就航率調査 電力グリッド調査

但馬空港拠点化構想の検討

鳥類、騒音、景観調査 バードストライク回避検討

協議会の運営による
合意形成準備

シンポジウムやイベントを通
じた機運醸成

離着陸場の事業化判断に必要な要素の確認

豊岡地域における整備・格納拠点整備に向けた構想検討・課題整理

国立公園での開発許可取得に向けた準備

城崎の関係者間での空飛ぶクルマ導入に向けた合意形成の準備

目的

2025年度の取組内容

目的

目的

目的

内容

内容

内容

内容

© 2025 Kanematsu Corp. 採択概要 兵庫県ウェブサイト: https://web.pref.hyogo.lg.jp/sr10/documents/sorakuru.pdf
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